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問 7.図のように,高 さん[m]を 50m/sの速さで

水平飛行 している飛行機から小石を自由落下

させたところ,小石は′[s]後 に 45° の角度で

地面に到達 した。このとき,次の (a)及び (b)

に答えよ。

ただし,重力加速度の大きさは 9.8m/s2と

し,小石に働く空気抵抗は無視するも1の |と す
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問 8.地面に描いた放物線の上を運動する物体がある。物体は放物線の頂点を出発 し,放

物線の対称軸に垂直な速度成分Uが一定である運動をしている。出発 して ′[s]後 の

速度の軸方向成分Vが 8m/sで あつたとすると,出発 して 2′ [s]後のVの大きさとし
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間 11.2つ の音叉A,Bが ある距離を隔てて静止 している。音叉Aの振動数は 670 Hz,音

叉 Bの振動数は690 Hzで ある。観測者が直線AB上にいるものとし,次の (a)及び (b)

に答えよ。ただし,音速を 340m/sと する。

(a)観測者が静止 しているときに聞こえるうなりの振動数はいくらか。正しいものを 1

つ選び,解答用紙にマークせよ。                    (3点 )
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(b)観演I者が動いたら, うなりは無くなつた。観測者はどちら向きにどのくらいの速さ

で動いたことになるか。正しいものを 1つ選び,解答用紙にマークせよ。  (3点 )
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間 12.同 じ質量を持つ 5つのおもりを,滑 らかな水平面上に一直線に並べ, 図のように
,

ロープで数珠つなぎにし,先頭のおもりに一定の力 Fを作用させ続けた。そのとき,

おもりどうしを結合 している4本のロープのうち,張力が Fの半分となるロープがあ

るか,それともないか。あるとすると左から何番 目のロープか。ロープの質量は無視

できるものとして,正 しいものを 1つ選び,解答用紙にマークせよ。 (6点 )
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間 13.真空中において,図のように,質量
“

[kg]の 小球

Aと Bがある。これらの小球を電荷 0[C](0>0)
に帯電させて,長 さグ[m]の 糸でつるしたところ,糸

は鉛直線から角度 ′[rad]だ け傾いて静止 した。重力

加速度の大きさを g[h/S2],真 空中でのクーロンの

法則の比例定数を為[N e m2/c2]と するとき,帯電して

いる電荷 0を ,“,グ ,g,たθ及び ′を用いて表 し

た式として,正 しいものを 1つ選び,解答用紙にマ

―クせ よ。 (6点 )
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問 14.内部抵抗が 0,lΩ で起電力が 1.5Vである電池を

図のように,直列に 4個接続 したものを並列に 2個

接続 した電源がある。 この電源に 0。 2Ω の抵抗を接

続 した とき,流れる電流 」として,正 しいものを 1

つ選び,解答用紙にマークせよ。 (6点 )
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300[コ

問 15,図 1に示すように,断面積が 9 cm2,巻数 300回のコイルに,外部からコイル断面に垂直に
一様な磁場 (磁束密度β)が加えられている。コイル内部の磁束密度 βを図2のように時FF3

的に変化させたとき,次の(a)及び (b)に答えよ。
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(a)コ イルの端子Qを基準と

ものとして,正 しいものを

0   2          7 8 ι[s]

図 2

した端子 Pの誘導起電カ アの時間的変化をグラフで示 した

1つ選び,解答用紙にマークせよ。 (3点 )

大値 として,最も近いものを 1つ選び,解答用

打るもの とする。          (3点 )
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間16.3χ
2+2ッ2T§z2_7り,一″+8zχ を因数分解したものとして,

解答用紙にマークせ よ。
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間 18. 0° ≦θ≦180° において, tan θ=ニ ー
3 とするとき, 次の(a)及び(b)に答えよ。

θの値 として,正 しいものを 1つ選び,解答用紙にマークせよ。
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χ=16° 5,y=160・ 25,z=16°・125の とき,

解答用紙にマークせよ。
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の値 として,正 しいものを 1つ選
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間器.二つのベクトル″,Jがある。同―-4,同=3,レー3b~l→ のとき,″―Jが こ+″ と
直交するような ′の値として,正 しいものを 1つ選び,解答用紙にマータせよ。
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間 24.3次関数 ッ=ノ について,次の (a)及び (b)に答えよ。

(a)区間 [0,α]における平均変化率として,正 しいものを 1つ選び,

せよ。ただし,α >0と する。
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(b)(a)で求めた平均変化率に等 しい傾きをもつ接線を考える。この接線 とy軸 との交点

クせよ。 (3′点)
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